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【はじめに】

本事例集は、金融機関等の地方創生に資する取組のうち、地方公共団体等
と連携している事例や、先駆性のある事例などを収集しています。

地方創生に係る具体的事業を本格的に推進するにあたり、円滑な施策の実
施には、産官学金労言士の連携により地域の総合力を発揮することが重要と
なります。本事例集を関係者の皆様の取組の参考としていただき、創意工夫
のある取組が各地域に広がることを期待しています。

なお、個別事例の資料については、各金融機関等が作成しています。文中
等における取組に関する評価等については、当該資料を作成した各金融機関
等の見解であり、当事務局の見解を示したものではありません。





１２．「スマートミール応援プロジェクト～『健康な食事・食環境』認証取得支援事業～」
(静清信用金庫)

１．取組の概要

・地域の健康づくり、食に関する課題解決、飲食関連事業者の従来の味や見た目だけではない健康増進に役立つ栄養面という強みの創出に向け、静岡県立大
学（以下、「県大」）と協働し、「健康な食事・食環境」認証制度※取得を支援する「スマートミール応援プロジェクト」（以下、「当PJ」）を実施した。※健康づくりに
役立つ栄養バランスのとれた食事「スマートミール」を継続的に健康的な環境で提供する事業者を認証する制度

２．取組を始めるに至った経緯、動機等

・現在、日本人の食料消費の約8割は加工品と外食であり、外食や中食で健康的な食事の選択肢を増やすことが社会課題となっている。また、国民医療費が40
兆円を超える中、経済政策面からも健康寿命の延伸に向けた取組が求められている。

・本店所在地の静岡市は「健康長寿のまちの推進」を掲げ、当金庫も「健康経営優良法人」の認定を受けるなど、地域の健康に関する関心度は高い。
・こうした中、コロナ禍に苦慮する飲食関連事業者のイメージ向上や売上増加にも繋がる地域の健康づくりに向けた「食」をテーマとした新事業を検討。公的に認
証されており、消費者にも訴求しやすいスマートミールに着目し、地域創生等の連携協定を締結している県大とともに当PJを企画。

３．具体的な取組内容

・当PJの主旨とスマートミールに関する情報を記載したチラシを当金庫と県大が共同で作成。本部担当者と営業店担当者が連携して飲食店（外食）やお弁当の
テイクアウト（中食）を行う取引先に対し、イメージアップや売上増加といった取組意義の周知を図り、参加事業者を募集した。

・県大食品栄養科学部の支援チームは、当金庫が開拓した参加事業者に対し約3カ月間にわたり認証基準に沿ったメニュー作成や店舗の体制づくりなどに係る
学術的助言を行い、その後、認証取得に向けた申請支援を行った。

４．実施にあたり工夫した点（金融機関の役割・推進体制面・ＰＤＣＡサイクル面等）

・認証取得に向けたスマートミールメニューの作成や店舗環境整備は事業者の負担となり、相応の労力を要する。そこで、募集の段階において興味を示した事
業者に対しては、県大と本部担当者が同行訪問を行って認証取得のメリットや具体的な実施事項などに係る説明を丁寧に行うなどし、十分に理解を頂くように
した。これにより、当PJの趣旨を理解し、「やる気のある」事業者を募集でき、認証取得の確度向上につながった。

・メニュー作成等の支援段階においては、県大と参加事業者のコミュニケーション状況を注視し、適宜パイプ役となって円滑な進行をサポートした。
・認証取得後、当金庫が新聞などのメディアを通じて取得事業者についてのプレスリリースを実施し、当PJやスマートミールの認知度向上に貢献。

５．取組の成果（取組中の場合は目標値・ＫＰＩ等）

・2022年の審査会では、全国で外食部門7事業者、中食部門18事業者が認証取得したうち、当PJにおいて外食部門1事業者、中食部門4事業者、合計5事業者
が認証を取得するに至った。今後、当市との連携も検討しながら応援プロジェクト第2弾を実施予定。

・県大が実施したアンケート調査により、認知度向上が課題であると判明。これを受け、当金庫発行の地域情報誌にスマートミールの特集記事を掲載し、営業店
担当者を通じ取引先への周知を実施。今後、静岡市主催イベントへの出展や静岡市とのスマートミール推進事業など、スマートミールの普及に向けたPR支援
を強化する方針。また、認知度向上を通じた、認証取得事業者の売上増加に向け、当金庫公式ＬＩＮＥにて認証事業者の紹介や集客を目的としたクーポン発行
を企画するなど、当金庫のネットワークを活用した販売支援を実施予定。
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６．スキーム図等

「健康な食事・食環境」認証制度
2018年に開始し、「(一社)健康な食事・食環境コンソーシアムの認証審査委員会（日本栄養改善学会をはじめと

する12の学会が参加）」が審査・認証を行っている。外食・中食・給食事業者が認証の対象となり、認証基準について
は、1食あたりのエネルギー（カロリー）や野菜、食塩相当量などの基準を満たしたメニューを継続的に提供することや、管
理栄養士がスマートミールの作成・確認に関与していることなど多岐にわたる。

静清信用金庫 静岡県立大学

外食・中食事業者

事業者紹介

進捗状況報告

認証取得に向けた学術的
助言および申請支援

申込
データ提供・
アンケート協力

スマートミール応援プロジェクト
～「健康な食事・食環境」認証取得支援事業～

Cafe Yamazaki スマートミール対応セットメニュー

¥2,200 税込み
真鯛のグリルフルーツトマトソース

～季節の野菜添え～

ライス 自家製バニラアイスクリーム
コーヒー又は紅茶

おかずやmaspi

Rotisserie Un Deux

黒猫ナポリ

はなももキッチン

こっそり栄養がとれちゃうハンバーグ定食

¥1,300 税込み

ハンバーグ
ごはん 味噌汁

サラダ 粉ふきいも

特製ハンバーグ弁当

¥1,450 税込み

ライス ハンバーグ
ゆで卵 付け合わせ野菜

グリーンサラダ ビーツのマリネ

チキンオーバーライス

¥830 税込み

自家製鶏ガラスープのピラフ
サラダ

カリカリチキン

バンバンジー弁当

¥690 税込み
ごはん

バンバンジー
オクラと茄子のおかか煮

インゲンとひじきのごま和え
ズッキーニのオムレツ

アジの南蛮漬け弁当

¥690 税込み
ごはん

アジの南蛮漬け
オクラと茄子のおかか煮

インゲンとひじきのごま和え
ズッキーニのオムレツ

【プロジェクトを通して完成したスマートミールメニュー】

当金庫本店が所在する静岡市
「第3次静岡市総合計画後期実施計画」2019⇒2022

【5大構想】●歴史文化の拠点づくり
●海洋文化の拠点づくり
●教育文化の拠点づくり
●「健康長寿のまち」の推進
●「まちは劇場」の推進

＜施策コンセプト＞
健康に配慮した食事メニューの提供

スマートミールメニューの開発
「健康な食事・食環境」認証取得

地方創生に関する連携協定

・健康寿命75歳への延伸
・自宅でずっと暮らせるまちづくり

・他店との差別化
・集客力向上

＜実施スキーム＞
信金・大学・飲食事業者連携による支援プロジェクト

募集・説明・
PR支援

「ふじのくに」みらい共育センター

コロナ禍への対応に苦慮する
飲食関連事業者のイメージ向上
や売上増加につながる新たな支援

【募集チラシ】
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